
０１３ 奈良時代 政治史３ 

  ＜    天皇＞ 

◎      立后問題 

(功臣藤原     の娘) 

729         

→藤原    の策謀 

長男     〔  〕 

２男     〔  〕 

３男     〔  〕 

末男     〔  〕 

光明皇后、仏教厚く信仰 

       設置 

       設置 

737 遣唐使帰国 

     ・僧    

737     大流行 

藤原４子、         

737      政権成立 

補佐     と僧     

740            

◎      で挙兵。  

→鎮圧されたが、繊細な性格 

の聖武天皇は動揺し、 

     ・     ・ 

        と都を転々。 

護国経典          

に皇后の実家〔河内〕で出会う。 

741            

全国に国分寺、国分尼寺 

743            

◎最初は紫香楽宮で造立 

◎僧    集団の協力 

743            

◎墾田は         

◎貴族・寺社・有力者に 

よる荘園（     ）発生 

◎墾田面積は身分で制限 

大仏造立専念のため退位 

 

  ＜    天皇＞ 

父       と 

母       の一人娘。 

政治の実権：光明皇太后と 

         。 

752            

盲目の唐僧    来日 

→        建立 

◇        施行 

↑制定は祖父藤原不比等   

◇            

→橘諸兄の子を拷問死 

    ＜淳仁天皇＞ 

◎孝謙天皇は上皇となる 

◇藤原仲麻呂に 

→      の名を与える  

◇僧    を筑紫に追放 

◇     を遣唐使に出す 

◇757      施行～1868 年 

淳仁天皇   孝謙上皇 

恵美押勝   僧    

    皇太后死去→押勝劣勢 

◇          

恵美押勝が道鏡排除のため挙兵 

      の戦略により敗死 

淳仁天皇、淡路に流される 

 

   ＜称徳天皇＞ 

◇孝謙が再び天皇に（   ） 

◇    による政治介入 

        （準太政大臣） 

 →ついで    （準天皇） 

◇        神託事件  

→        に阻まれ挫折 
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